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ゴ
ー
田
學
S

笫
因
ナ
七
卷
第
九
•
十
號

等

：'

'

ま
れ
■て
い
.な
い
,-
:が
故
に
.F

所
得
税
は
所
得
水
準
に
作
用
ず
る
の
で
あ 

•

翁

：:

.

.

:

っ
て
價
格
水
準
：に
作
用
才
る
の
で
は
な
^

と

し

「

國
民
所
得
の
大

き

さ 

.

を
決
定
す
る
諸
要
素
た
る
消
费
お
よ
び
投
資
と
：̂
ぅ一

般
的
現
象
に
'及
ぼ 

:.1:.,」；
.

す
租
稅
の
諸
効
果
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
と
い
ぅ
意
：味
で
ご
.の
分
析 

.は
今
や1.

般
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
.いJ

■と
强
調
す
る
。
ヒ
ツ
ク
ス 

の
こ
の
態
度
は
所
得
税
分
析
の
方
向
を
明
確
に
指
示
す
る
上
で
高
く
評
價 

せ
ね
.ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
そ
の
.實
踐
的
意
圖
を
認
め
る
襄
は
、
 

謂

•

所
得
税
が
倒
格
水
準
に
何
等
の
効
來
も
も
た
ら
さ
な
v>
と
い
う
命
題
.の
理 

論
的
檢
證
を
無
儕
.値
と
す
る
事
と
同
義
語
だ
と
す
る
事
：は
.出
來
な
い
。
.こ 

.

. 

の
所
得
秕
分
析
に
み
ら
れ
た
所
の
實
踐
性
は
、■
餘
剩
の
理
論
に
依
據
し
て 

展
開
さ
.れ
た
支
.杜
税
分
析
に
於
て
逆
に
見
失
わ
れ
.る
傾
向
.に
あ
'る
事
は
注 

意
せ
ね
ば
.な
ら
な
い
，だ
ろ
ぅ
。
夫
人
が
示
し
た
總
餘
剩(

消
費
者
餘
剩
十 

"V
: 

_ 

生
座
者
餘
剩)

損
失
の
公
式
が
、
幾
っ
か
の
前
提
：

(
例
え
ば
限
界
生
產
費
.

• 

「

笼
等>

 

を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
餘
.剩
の
損
失
の 

統
計
的
可
測
性
自
歡
に
っ
い
，て
も
少
な
く
と
も
明
確
な
示
唆
を
與
え
ね
ば
'

.

な
ら
な
い
答
で
あ
る
。
同
じ
く
.匕
ツ
グ
ス
の
自
認
す
る
如
く
實
際
に
は
分 

配
上
、
經
濟
上
或
い
ば
行
政
上
の
諸
問
題
も
亦
重
製
と
な
名
ぅ
。
加
ぅ
る 

■

に
實
踐
性
の
强
調
を
制
約
す
る
今I

っ
.の
難
點
は

、

如
上
の
租
税
分
類
よ 

り
導
出
さ
れ
た
ニ
っ
.
.の
租
税
歸
着
槪
念
の
一
っ
で
あ
る
•實
効
的
歸
着
に
み 

,.
'■'
:
 

ら
れ
る
.0
形
式
的
歸
着
の
計
箅
が
、
所
得
再
分
配
及
び
經
濟
許
畫
の
諸
問 

題
に
.關
連
す
る
事
は
當
然
で
あ
る
が
、
或
る
種
の
祖
說
の
効
果
を
，課
税
前 

.

•
の
毹
濟
構
造
像
と
課
稅
後
の
そ
れ
の
比
較
か
ら
得
よ
ぅ
と
す
る
實
効
的
歸 

■

着
の
統
計
的
測
定
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
•の
自
認
す
る
如
く 

(

法
々
に
し
て
非
常 

に
複
雜
な
像
に
な
る
に
.相
違
な
く」

且
ク
ま
た「

こ
'の
像
の
ぅ
ち
の
.一
っ 

は
觀
察
に
よ
ら
ず
推
論
に
よ
っ
て
設
定
せ
ら
れ
た
假
設
的
な
も
の」

と
な 

ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。.
：

.

第
三
部(

四
窣)

「

國
民
經
濟
に
お
け
る
財
政」

で
は
、
經
濟
活
動
水 

* 

準
に
及
ぼ
寸
中
央
*
地
方
を一

體
と
し
た
財
政
政
策
の
効
果
分
析
に
集
中

.V 

.

•

.

へ

:

.

，

參 

4 

. 

.

. 

一
ニ
0

(

九
九
0》

，
さ
れ
て
い
る
0
.ご
.
.こ
で
は
'ケ
ネ
ン
ズ
理
論
の
擴
充
.
•深
化
と
豫
算
の
‘理
論 

-
.の
最
近
の
：發
達
が
B-
の
影
響
を
別
と
す
れ
.ば
、.
先
に
擧
げ
：た
前
著
'の
分
析 

意
圖
を
さ
ほ
ど
距
離
を
へ
.だ
で
て
い
る
も
の
'で
は
な
い
。
然
し
英
國
財
政 

.固
有
の
技
術
的
.

•

制
度
的
側
面
に
對
す
る
ヒ
ッ
.ク
ス
の
深
い
造
詣
が
、
ケ 

ィ
ン
ズ
的
分
析
の
實
踐
的
意
義
を
我
.々

の
眼
前
で
支
え
て
い
る
事
を
見
落 

U ,
て
は
な
ら
.な
.い
。

所
詮「

本
書」

の
如
ぎ
現
代
の
代
表
的
財
政
學
書
と
！

n

ざ
れ
る
著
作
に 

對
し
.て
は
、
數
多9

論
題
が
豫
想
さ
れ
期
待
さ
れ
る
に
違
い
な
い
：。

「

財 

政
學」

の
序
文
に
於
て
夫
人
は
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
等
の
期
待
'の
幾
つ
か
を 

封
ず
る
た
め
に
、
，
公
企
業
特
：に
價
格
.
•生
產
政
策
•
公
債
の
.技
術
的
問 

題
、
'國
際
財
政
關
係
の
諸
問
題
等
を
除
外
し
た
理
由
を
简
單
に
註
釋
せ
ざ 

る
を
得
な
■か
.つ
た
。
こ
の
點
我
々
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
擧
示
し
た
理
曲
の
當
W 

は
別
と
し
て
、
現
代
の
財
政
學
書
に
要
求
さ
れ
る
問
題
領
域
の
得
整
備
と 

再
檢
討
に
つ
い
て
、.

一
應
考
慮
し
檢
討
す
る
必
耍
を
忘
れ
て
は
な
ら
な 

い
だ
ろ
ぅ
。
叉
最
近
同
著
者
に
ょ

り
刊
行
き
れ
た
、.w

r
i
t
i
s
h

 public, 

f
i
n
a
n
c
e
s
,

 

T'h

o.ir 

S
t
r
u
c
t
u
r
e

 

D
e
u
e
l
o
J
J
m
e
n

ct-
1
8
8
0
—

 

1952, 

(
1
9
5
4
)

o
nhj
c
ho.u

n
i
v

o.rsity 

p

sw-
s
.
は
ヒ
ッ
ク
ス
財
政
嫛 

の
新
た
な
展
開
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
.ろ
ぅ
。

•
 

A
5-
販
三
五
_四
，頁

，

昭
和
廿
九
年
三
月
.
東
洋
饀
濟
新
報
社
刊§
0

圓 

V 

.

(

古

孭

.精

司)

.
へ
墓
敏
雄
•
永
原
S

T
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制」

：
.

- 

- 

'

本
書
は
特
殊
西
南
型
農
業(

戸
谷
氏)

*

と
し
て
の
、
畿
內
に
招
け
る 

.
農
業
自
髖
の
內
發
的
な
商
品
生
產
の
發
展
と
そ
れ
に
基
づ
く
直
接
生
產
者

層
の
經
濟
的
向
上
の
解
明
•を
目
的
と
す
る
、
.大
阪
府
布
施
市
を
中
心
と
し 

た
棉
作
地
帶
の
個
別
硏
究
で
あ
る
。

同
樣
の
目
的
の
下
に
.行
わ
れ
た
.旣 

刊「

寄
生
地
主
制
の
生
成
と
展
開j

 

(

京
都
府
乙
訓
郡
久
我
村)

が
野
茱
其 

他
京
都
の
直
接
需
要
を
充
す
農
業
中
心
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
'本
香
の 

.
調
查
對
象
地
域
は
江
戸
を
控
え
た
當
時
最
大
..の
市
場
組
織
大
阪
の
周
邊
と
.
 

し
て
、
棉
作
、
菜
種
作
の
よ
う
な
原
料
生
產
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
攝 

津
型
、
或
い
は
西
南
特
殊
型
農
業
分
析
の
た
め
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
。：

.
 

*

戸
谷
敏
之
氏「

日
本
農
業
經
營
史
論」

に
よ
る
。
農
民(

直
接
生 

.產
者)

' 
の
手
に
よ
る
商
品
坐
庫
の
正
常
な
'發
展
を
と
る
こ
と
の
出
來 

た
農
業
經
！I-

の
地
域
的
類
.型

,0
攝
津
型
と
も
.言
う
。 

.
 

#
作
緝
營
の
觯
體
、
寄
生
地
主
制
ゅ
坐
成
は
.、
.古
島
於
が
：

「

近
世
日
本 

■'
農
業
の
雛
造」

：
以
來
迹
求
せ
ら
れ
、

藤
耵
耳
郎
：氏
も
' T

近
代
產
業
の
生
.
 

成」

か
ら「

封
®
社
會
の
，風
趼
過
程」

に
聲
る
發
展
の
咿
で
扱
.っ
て
：い
ら
： 

れ
る
主
要
な
.テ
ー
マ
の
一
っ
で
あ
る
.が
、
.
そ
の
立
場
に

は

、

寄
生
地
主
の 

系
！！

を
め
ぐ
っ
て
若
干
の
相
違
の
あ
-る
こ
/と
は
周
知
の
通
»)
■
で
'あ
る
。
.本 

書
.は
古
膝
氏
に
お
け
る
#
_
双
の
土
地
所
有
と
.荫
品
生
產
の
發
皿
の
贷
析
の 

體
系
化
で
あ
る
‘と
共
に
、
古
島
氏
自
身
の
見
解
の
藤
田
氏
べ
の
發
展
的
接
.
 

近CK:.

ル
ジ
ョ
.
-ア
的
.經
過
點
の
.承
認
'

)

で
あ
る
と
こ
ろ
に.意
義
が
、あ
.る
う
。

.

偷
本
文
は
古
島
敏
雄
、
稱
垣
泰
彥
、
永
原
慶
ニ
、.
杉
山
博
の
諸
氏
.の
許 

_

議
0

上
_
で
、
第
_1:

章
、
.第
二
.章
、
第
五
章
を
.古

島

氏

が

、

第

三

章

、
'
第

卧 

章
を
永
原
氏
が
：軚
筆
衾
れ
た
ノ
ン
.
：：

.V

 

X 

• 

.

.

X 

.

. 

X へ.
.
.

.

次
^
本
#
の
^
容
.を
簡
單
に
鞀
介
し
て
.み
る
.。

I 
.農
業
.に
#
け
るr

內
發
的」

な
商
品
生
產
の
發
展
の
.分
祈
f

棉
作
智 

'
中
心
と
し
た
直
接
耕
作
者
の
毛
に
：よ
る
農

產

物

-
の

販

寶

と
上
層
農
民
層
：

.

..

の
屈
人
勞
働
ー
に
よ
る
農
業
經
營
及
び
.
綿
織
坐
鹰
の
發
展(

U

攝
律
型
.農 

民
の
成
畏)

(

ニ
八
、
四
六
、
五
六
、
七
七
茛)

。
 

'

.
t

大

阪

拘

犀

資

本

と

，撒

作

農

民

=

在
鄕
商
人
と
の
'對
抗
の
.
考
察
•

——

天
：

書
-
評
及
：
ひ
'賴

介

.

-

-儀
よ
り
寛
政
期
に
い
た
.る
.耝
方
木
綿
商
人
の
簇
坐c
八
三
®

と
.都
市 

^
仲
晰
の
獨
岛
檄
を
崩
攘
に
罄
ぐ
.味
ど
の
成
長(

九
五
頁
.

)

は
特
檄
商 

.人
と
在
鄕
商
A
と
の
歎
抗
と
し
て
あ
ら
.わ
れ
る
.(

一
〇
〇
七
ヶ
村
に
わ
‘
 

た
る
撒
作
農
民
|1
:
.在
鄕
跑
人
に
.
.よ
る
文
政
六
年
,©
訴
訟
事
件
と
そ
の
勝 

訴)
(

一
Q
四
頁
：

>。

農
民
に
よ
る
商
品
經
濟
の
繁
榮
は
封
建
的
危
機
を 

深
：化
せ
^
め
る(

一.1

ニ
莨)

。

I

.

:

封
建
敗
危
徵
と
天
.保
の
改
革
の
役
割——

，危
機
に
對
す
る
'封
建
的
反 

動
と
し
.て
<D
.
_天
傲
の
改
承
に
よ
る
株
仲
間
の
解
散
と
在
鄕
商
人
の
^
壓 

は
物
僙
を
刖
下
げ
、
在
鄕
蔽
人
を
犬
：阪
間
屋
資
本
の
下
に
從
屬
せ
し
め 

る

C
I

五
ニ
頁)

。.
慕
府
ゆ
儕
格
政
策
と
'そ
れ
忆
應
1:
た
商
業
組
織
の 

特
攒
的
性
格
ゆ
撒
作
生
痤
に
お
げ
る
狹
狀
偾
格
差
を
擴
大
せ
し
办
、
畿 

颅
撒
作
地
帶
に4

.

け
る
.棉
作
美
業
の
.衰
退
、
及
'び
そ
れ
に
も
と
づ
く

•中 

贫
農
層
の
土
地
喪
失
■を
.導
•ぐ
.(

ニ
0
九
莨)

。(「

癖
津
型」

農
艮
的
上 

#
の
挫
折)

。
：

.

'•
*

W

寄
生
地
主
制
の
成
立
1

地
•主
：の
寄
生
化
と
手
作
經
營
o .
擴
充
に
よ 

を
富
農
化
と
い
ぅ
對
抗
す
る
.一一.っ
の
方
向(

I

四
四
頁)

は
、
石
高
所 

.:
持
：の
著
し.い

：.

集
，積
分
散
と
零
細
小
作
經
營
.の
成
立
の
中
で
封
建
撺
カ 

•-
.の
.重
壓
を
.背
景
に
前
者
：が.確
立
す
る
。
.享
保
に
始
ま
る
土
地
集
中
は
著
.
.
 

.
■し
：い
.
.

(

ニ
0
五
頁
.の
表)

.が
、
±
地
集
.中
者
の
性
格
が
：、近
世
初
頭
の
舊 

’
■家
筋
で
な
く
、
薪
興
勢
力
で
あ
る
■點
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
一 

1

八
、
一.一
三
六
頁)

。(

こ
こ
.に
新
し
い
、寄
生
地
主
の
系
譜
が
指
摘
さ
れ 

る)

：0
:
,
、

'

; 

'

X
.
'
.
X
. 

;
 
■
 
X;.
.

一
.以
上
で
：明
ら
か
な
よ
ぅ
に
本
書
-に
は

.犬
ぎ
か
#
色
が
炎
ぐ
と
も
-一
一
つ
あ 

る
。■

そ
の
ー
.ぼ
、
，_江
戶
中
期
以
降
に
.お
け
る
.寄
生
地
主
制
生
成
を
、
農
民 

的
商
品
生
産
©.
.描
來
.し
た
封
雞
敗
危
機
に
對
應
す
る
幕
府
政
策(

天
保
の

改
革)

の
中
で
と
ら
え
だ
と
と
。

し
た
が
つ
て
從
來
の
攝
津
型
的
展
開
.

.
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三
田
學
會
雜
誌
笫
四
十
七
卷
第
九

t

十
號

か
、
窬
虫
地
主
の
展
開
か
と
い
ぅ
ォ
ル
タ
ネ
ー
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
寄
生
地 

主
制
を
考
え
る
考
え
方
が
克
服
さ
れ
た
こ
と
。

>

.
そ
の
ニ
は
寄
坐
地
主
：の
系
譜
を
近
世
初
頭
の
農
奴
主
的
手
作
地
主(

藤 

.

田
氏
の
.所
謂
初
期
本
百
姓)

の
解
體
よ
り
觀
る
從
來
の
劃一

的
シH

丨
マ
.
 

(

衆
北
型
寄
生
地
主
制
の1
般
化〕

か
ら
脫
し
て
、

先
進
地
に
お
け
る
攝 

律
型
農
民
に
よ
る
地
域
的
類
型
を
確
立
し
た
こ
と
。
こ
こ
で
は
寄
生
地 

，
主
制
の
系
譜
は
舊
地
主
手
作
の
解
體
：か
ら
で
は
'な
く
商
品
生
産
に
も
と
づ 

.
V

中
農
層(

新
本
百
姓〕

の
發
展
の
分
解
か
ら
說
明
き
れ
.る
わ
け
で
あ
石
。 

•
'こ
：
の.こ
と
は
明
治
維
新
.の
原
動
力

 

> 
更

^
商
業
資
本
と
か
ら
み
あ
い
つ
つ 

國
家
撺
力
の
保
護
の
下
に
資
本
主
義
經
濟
に
.再
編
成
，さ
れ
、
.絕
對
主
義
の 

.
基
盤
と
し
.て
生
長
し
た
明
治
以
後
の
寄
生
地
主
制
の
理
解
疫
新
し
.い
：視
角 

を
.提
供
す
る
も
の
と
考
え
.ら
れ

.

.る
。
.
.
こ
の1

一..つ.の
點
で
本
#
は
戰
後
脚
光 

.を
浴
び
た
諸
問
題
の
'1

つ
、
'0
本
に
お
け
る
資
本
'の
本
源
的
蓄
猜
期
に
お 

.

け

る

農
^
■
造
の
分
析
の
一
つ
の
集
カ
.^
で
あ
り
、
夂
同
時
.に
藤
田
民
.の 

.

.

豪
農
論
と
並

ん
.で
以
後
の
研
究
の
重
要
な
出
發
點
を
杀
し
た
も
の
.と
.

い
5: 

こ
と
が
.出
來
よ
ぅ
。
'本
#'
は
個
別
硏
究
で
あ
り
な
•か
ら
從
來
の
.局
地
的
硏 

究
、
或
い
は
槪
括
的
總
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寄
生
地
主
制
分
析
を
全
德
.川
.
 

封
建
經
濟
の
メ
ヵ
：
ー

1
'ズ
'ム
と
.の
關
連
で
展
開
.し
だ
の
で
あ
る
。
ノ 

(

<

5
.ニ
九
0
茛
'
四
五
〇
圓
；
ナ
九
五
四
年
55
:
.月
ニ
〇
日
東
京
大
學
.
 

出
版
會)

. 

(

平

野

.
絢

子

)

':
'
:

1

三

(

九
九
1
0

,

■'
'「

經
濟
發
展
、
.職
業
再
配
分
及
び
交
易
條
件」

：

.

S. 

G
.

 

Triaatls, 

E
c
o
n
o

日ic 

p
r
o
g
r
e
s
s
'

 

O
c
c
u
p
a
t
i
o
n
a
l

 

R
e
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

 a
n
d

 I
n
t
e
-

 

s
a
t
i
o
n
a
l

H3
e
r
m
w 

o
f

 

T
r
a
d
e
,

 

E
c
o
m
o
m
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l
,

 

S
e
p
t
.

 

1
9
s
,

:

本
論
文
は
、
經
濟
發
展
が
第
三
次
產
業
へ
の
勞
働
雇
用
度
の
相
對
的
割 

合
を
增
大
せ
'し
め
る
，
と

い

う

旣

知

の

I,

般
原
則
を
、
未
開
發
國
の
經
濟
發 

屣
把
適
用
す
る
際
のp

,

 

I
P
.

w
ta
§
^
w
. s. 

Y
a

日e
y

の
疑
間
を
檢 

.討
し
、
か
つ
先
進
國
の
交
易
條
件
に
對
す
る
未
開
發
國
の
發
展
の
影
響
に 

つ
い
て
同
樣
：の
'論
者
の
見
解
.を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
.
0
 

.

P
.
I
V
Bauer., 

w
. S. Y

a
m
e
y

の
論
旨
は
、
主
.題
の
一
般
原
則
が 

後
逸
國
乃
至
.未
開
發
國
で
は
經
濟
發
凰
に
隨
俾
す
る
現

象

と

は

.
必

ら

ず
し 

も
い
い
難
い
と
い
う
こ
と
で̂

-
つ
た
。(

E
Q
o
w
o
B

s-
P
H
o
g
r
e
s
s 

a
n
d

O
c
c
u
p
a
t
i
o
n
a
l

 D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
,

 E
.

卜

1
9
5
1
.)

論
者
は
ご
れ
に
對
し

て
：ま
ず
次
の
ニ'つ
.の
點
.か
ら
吟
味
す
る
、
第I

は
國
民
產
出
高
中
の
第
三 

次
產
業
活
動
の
占
.め
る
割
合
の
變
化
、
.第
二
は
非
第
三
次
產
業
と
第
三
次 

產
業
と
.比
較
し
た
.際
の
、
第
三
次
產
業
の
實
質
產
出
高
一
単
位
に
使
用
さ 

れ
.る
勞
働
量
の
相
對
‘的變化。

へ
；

：

.

.前
者
に
つ
ぃ
て
、
_論
者
は
第
3
.次
產
業
を
次
の
.三
づ
.の
種
類
に
大
別
す 

る
。
.

N
消
費
者
に
直
接
牆
買
.さ
れ
る
用
役
を
生
產
す
る
.も
の〔

敎
育
•
リ
. 

ク
レ
I

V
ョ
'

ソ
•

娛
樂
w
(b
)
商
品
移
動
の
便
を
提
供
す
る

も

の〔

交
通
*' 

'金
融

•
ブ
J ロ

，！
.力
ー〕

(0
)

公
.共
用
役
.
.

〔

社
會
福
贼
，
厚
生〕

-
の
う
ち
⑶

.
に
'
つい
て
ゅ
消
費
支
出
の
'硏
究
か
ら
、
經
濟
發
展
が
國
民
產
出
高
中
の
そ 

の
割
合
の
增
大
を
伴
う
.こ
と
を
立
證
し
得
る
。
か
く
し
て
彼
は
各
所
得
群 

に
と
っ
て
こ
.れ
ら
の
.商
品
.に
對
す
る
限
界
消
費
性
向
が
平
为
涫
費
性
向
ょ

り
大
.で
あ
^'
と
い
う
點
か
ら
、

「

.も
し
.も
國
民
所
得
の
增
加
分
を
■受
取
る 

所

得

層

..に
お
い
て
こ
れ
ら
の
商
品
の
限
界
消
費
性
向
よ
り
も
高
け
れ
ば
、
 

結
筒
國
民
所
得
の
增
加
は
國
民
の
平
均
消
費
性
向
を
增
加
せ
し
め
る」

と 

み
な
す
。

，

(

六
ニ
九
頁)

g

に
っ
い
て
.

は
產
業
の
镌
張
は
分
業
交
換
の
發 

M-
に
よ
る
か
ら
第
.

1

こ一

次
產
業
よ
.り
も
大
と
な
る
こ
と
は
必
.
.然
で
、
ま
. 

た
(0
)
,
に
關
し
て
は
經
濟
發
展
は
通
常
政
府
活
動
の
相
對
的
重
要
性
の
增
加 

を
招
來
す
る
か
ら
自
明
9
.理
と
な
る
。

,

•
か
く
し
て
間
題
.は
後
者
に
あ
る
。
，卽
ち
，
經
濟
發
展
は
勞
働
に
對
す
る
.
 

資
本
の
代
替
を
含
む
技
術
•
經
濟•

制
度
上
'の
變
化
を
通
じ
各
種
の
鹿
業 

の
努
働
生
產
性
を
增
加
也
し
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
0
從
：っ
て
過 

去
に
ぉ

いて
第
二
次
產
業
の
方
が
第
ゴ
ー
次
產
業
よ

リも
勞
働
生
產
性
が
急 

速
に
增
大
し
た
の
で
あ
る
、
パ
ゥ
ェ
ル
'等
の
見
解
は
こ
れ
か
ら
し
て
.第
三
.
 

.次
產
藥
へ
，の
使
用
資
源
割
合
の
增
大
は
こ
.の
.產
業
の
系
列
が
右
の
如
き
代 

替
の
缺
除
の
場
合
め
み
い
.い
得
る
と
い
う
■に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
實
際
上 

代
替
が
可
能
で
.あ
り
、
こ

の
よ
う
な
條
件
な
く
し
て
も
第
3
次
糜
業
部
門 

'の
右
の
割
合
の
增
加
が
主
張
さ
：れ
得
る
.と
な
す
。
.
ま
た
m
_

國

に

お

け

る 

第
三
次
庳
業
の
重
要
性
に
.關
し
賀
易
及
び
國
內
.サ
ー
ヴ
ィ
'ス
が
龊
調
さ
れ 

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
消
費
の
.

x

ター

ン
、：

國
內
サ
ー
ヴ
ィ
ス
商
品
化
の 

程
度
、
支
出
.可
能
所
得
額
、
.' 所
得
分
配
の
態
檬
に
侬
存
し
、
詳
細
に
檢
討 

.す
：̂
ば
そ
の
割
合
は
案
外
小
で
あ
っ
て
、
.先
進
國
の
狀
態
と
比
較
す
れ 

ば
、
パ
ゥ
エ
ル
等
の
示
す
特
殊
な
結
果
を
そ

こ

に
見
出
し
得
ぬ
と
い
う
。

C ：

六
三11

頁)

'

.

.

論
旨
は
更
に
未
開
發
國
の
鏈
濟
發
展
の
過
程
に
進
む
。
；
不
便
な
か
か
.る 

'

諸
國
の
家
計
調
寄
か
ら
笫
三
次
產
業
ハ
の
㈣

に
對
す
を
需
要
の
所
得
弾
カ
性 

を
導
く
と
、
.そ
れ
ば
ほ
ぼ
一
.

よ
；り
大
で
あ
る
0
(b
)

(o

)
に
關
し
て
は
.
經
濟
發 

M

が
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
對
す
る
需
袈
の
相
對
的
增
加
を
も
た
ら 

す
こ
と
が
豫
想
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ゥ
エ
ル
等
は
た
と
へ
個
人
の
需 

袈
の
所
得
彈
カ
性
が
一
よ
り
犬
で
あ
っ
て
も
、
第
三
次
產
業
品
に
對
す
る

■書
評
.及
び
紹
介

 

.

平
均
消
費
性
向
が
國
民
平
均
消
費
性
向
ょ
り
小
な
る
低
所
得
ダ
ル
ー
プ
に 

國
民
所
得
の
^
加
分
が
配
分
さ
れ
れ
ば
、
結
局
當
該
者
に
對
す
る
平
均
消 

費
性
向
る
減
ず
る
と
い
ぅ
。
卽
ち
、.
未
開
發
國
の
場
合
に
は
經
濟
發
展
が 

'第
'三
次
產
業Y

も
っ
ー
舷
时
効
果
の
廪
則
は
適
用
ル
難
い
も
の
と
考
え
る 

の
で
あ
る
0.

し
.か
し
所
得
の
分
配
を
考
え
る
と
、
ア
ジ
ア
•
中
東
の
農
鑛 

業
國
で
は
人
口
の
■大
部
分
.が
所
#.
梯

子
.の
底
の
方
に
密
集
し
て
お
り
、
そ 

の
寓
味
で
人
口
の
大
部
分
の
所
得
水
準
は
國
民
平
均
に
近
い
。

(

六
三
四 

直)

從
づ
て
こ
の
べ
ゥ
.

H

ル
I等
の
立
場
は
妥
當
し
な
い
。

.

こ
ぅ
沐
論
着
は 

反
撥
を
加
え
.る
。

更
に
.同1

の
：論
據
か
ら
す
る
次
の
交
易
條
件
論
.に
も
批
判
を
述
べ
て
い 

る
。
.卽
ち
、

「

%'
■
■し
世
界
所
得
の
%
加
の
大
部
分
が
ぜ
い
た
く
品
の
支
出 

割
合
の
小
な
る
一(

世
界
の
^
均
ょ
り
も)

國
に
與
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

-
 

.

當
，該
品
に
對
す
.る
需
要
は
相
對
的
.に
低
下
し
、
結
局
、
交
易
條
件
は
必
要 

品
產
出
®
に
有
利
化
し
、
ぜ
い
た
く
品
產
出
國
.

(

工
業
國)

に
不
利
化
す 

る」

と
い
，ぅ
が
、
こ
れ
は
甚
し
く
檢
討
を
耍
す
る
問
題
で
あ
つ
て
、
人
ロ 

の
增
加
並
に
そ
れ
と
國
民
所
得
の
增
加
の
相
對
的
關
係
、
：ぜ
い
た
ぐ
品
の 

供
給
量
.を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
.：
と
い
ぅ
の
は
、
貧
乏
毆
の
國
民
所 

得
の
增
加
は
外
國
の
ぜ
.い
.た
く
品
へ
の
®
^
を
增
加
せ
し
め
る
傾
向
を
も 

つ
も
.©
.で
あ
り
、
'
他
方
も
し
人
ロ
の
增
加
が
.著
し
け
れ
.ば
、

I

人
當
り
の 

/

所
得
及
，び
當
該
品
の
平
均
消
費
性
向
は
低
下
し
て
需
要
の
低
減
を
み
る
こ 

_
.
:
.
.

と
も
'あ
る
か
£>
'
.で
あ
る
0
.
.か
く
し
て
、
.も
し
.貧
乏
國
の
人
口
の
%
加
が
.な 

.

.く
、
彼
¥
の
.國
民
所
得
が
人
ロ
ょ
り
も
す
み
や
か
に
增
加
す
る
な
ら
ば
、
 

交
易
條
伟
は
先
進
國
に
有
利
と
な
る
可
能
性
.を
も
つ
、
む
し
ろ
、
先
進
國 

の
.交
易
條
件
の
不
利
化
は
：こ
の
需
要
面
ょ

り

も
、
そ
れ
に
比
較
し
て
の
所 

.謂
相
對
的
供
給
過
剩
に
あ
：る
と
。

(

六
ヨ
六
1
七
頁)

し
か
し
こ
の
交
易 

條
件
に
關
す
る
檢
討
の
部
分
は
こ
こ
で
は
極
く
腿
ら
れ
た
簕
圍
內
で
意
味 

を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。:

(

白

石

S

r

s

r

,:(

九
九
兰)

.

.


